
【創薬科学科の人材育成目標】 

 

創薬の高度な専門知識と研究力を有し、医薬品などの基礎研究および臨床開発において活躍できる

人材を養成することを目的としています。 

身につける力 

1．最先端の創薬研究を遂行するうえで必要な知識と技能、問題発見・解決能力。 

2．研究者としての自立心と向上心、探求心。 

3．人の健康に関わる仕事に携わる人材に相応しい倫理観と使命感。 

4．国際社会でも活躍できる英語での情報収集・発信能力。 

 

【創薬科学科の学びの特徴】 

（１）少人数クラスに分けてコミュニケーションスキルと医療全般に携わる者に求められる倫理観

を身に付けます。 
専門科目への導入として「創薬科学基礎演習」「創薬研究概論」を開講し、少人数クラスに分けてコ 
ミュニケーションスキルと医療全般に携わる者に求められる倫理観を身に付けます。この授業では、 
座学に加えて実践的な演習、見学、小集団学習（Problem-Based Learning や Small Group  
Discussion)を行うことで、授業への理解度を高め、自発的に問題点や課題などに気づくことを目標 
とします。 
 

（２）生命現象と人の健康を化合物や生体物質に注目して総合的に学習します。 

有機化学や分析化学から薬理学や薬剤学まで、薬学の基盤となる科目を実習と関連させながら履修

し、生命現象と人の健康を化合物や生体物質に注目して総合的に学習します。また、選択科目につ

いては、想定される進路にあわせ、系統的な学習が出来る様に以下の 3 つの履修モデルを設定して

います。 

・履修モデル A.創薬研究者（合成・製剤研究を行う化学系） 

・履修モデル B.創薬研究者（薬理・生物学的評価研究を行う生物系） 

・履修モデル C.臨床開発・医薬情報担当者 

 

（３）大学院進学を視野に入れて 1 年半の研究指導を行います。 

３回生後期では、研究室に配属して、研究活動に対する基本的態度、文献調査の重要性と方法、基

本的な実験技術を学ぶとともに、各自の研究テーマを決定し、実験の計画、遂行、結果の解釈と考

察、発表という研究のプロセスを体験的に学びます。４回生では、研究テーマに沿って実験を進め、

未知課題の解決に取り組みながら、研究成果をまとめて発表する方法を習得します。大学院進学を

視野に、論理的思考、発表、そして展開方法という研究者に求められる能力の育成を行います。 

 

（４）専門英語教育を拡充し、研究活動のグローバル化に対応できる人材育成に努めます。 

先端的研究をプロジェクトのテーマとし、情報を集め、議論し、その成果を英語で発表することにより、

実践的な英語でのコミュニケーション能力を養成する「プロジェクト発信型英語教育プログラム」を導

入し、さらに卒論・修論については英語による発表を基本とします。 

 

以上 


